








  私は、かずかずの遠さに取り巻かれている一つの旗のようだ。 
  来る風を私は予感する。 
  その風を私は生きないでいることができない、 
  下の方では多くのものがまだ少しも身じろぎをしないときにも。 
 
      ライナー・マリア・リルケ「予感」『形象詩集』より 
片山敏彦訳『リルケ詩集』みすず書房、1962年、60頁 
 


















大学の学長を招く「学長フォーラム in 金沢」の二つをごく簡単に紹介したい。 
 
   発祥の地を特定 
























  金沢の魅力アピールも 
 この石碑の建立が金沢大学のこれまでの姿を探索する象徴的な事業だとすれば、同じく
本年の 11月 12日（土）に開催を予定している「アジア 5大学学長フォーラム in 金沢」
は、大学の未来を占う重要なイベントである。私たちは、アジアの躍進めざましい 4つの
国の大学に呼びかけ、北京大学前学長、ソウル大学長、ベトナム国家大学長、チェンマイ
大学長の参加表明を得ることができた。このフォーラムの狙いは、アジアの世紀ともいえ
る 21世紀の初めに、これまでの混沌としたアジアから協調と連帯のアジアに向かって、学
術研究と留学生の交流に根ざした高等教育機関の果たすべき任務を、アジアの諸大学が揺
るぎなく共有することにある。それは、中村信一・金沢大学長がフォーラムの「趣意書」
で述べているように、「地球規模での出来事の連鎖を不可避にした人類の活動が、いまや国
や民族の単位では解決不可能な諸問題をもたらし、その解決のために、それぞれの文化の
独自性と両立しうる普遍的な生存の基盤を築くよう強くわれわれに迫っているから」に他
ならない。協調と連帯の必要性は、今回、はしなくも地球温暖化を引き起こす人間の無頓
着な活動ではなく、3月のわが国の大震災が日本人の間に痛烈に思い知らせてくれたもので
ある。 
 多様性と普遍性、差異と同一、この危ういバランスをうまく取ることこそが、アジアに
位置する日本の未来にとって枢要なことであろう。それは互いの相違を理解することから
始まる。その意味で、私たちのもう一つのミッションは、このフォーラムを通して、金沢
大学だけでなく、芸術と文化が育んだ金沢という歴史都市の魅力を最大限に参加各学長に
アピールすることである。フォーラムの会場を石川県立能楽堂に定め、古典芸能にも造詣
の深い石田寛人・金沢学院大学名誉学長を司会者に迎えることができたのは、この点で大
きな前進であった。しかし、ここから先が難問山積。金沢大学ならびに金沢を応援して下
さっている企業と市民のすべてのみなさまに、ご支援とご協力をお願いするばかりである。 
 
 
